
 
 

令和 7 年 12 月 3 日 18：00〜 
 
 

日本海リッチランド智頭太陽光発電事業 第一回住⺠説明会議事録 

 

 

◇本事業に関しての質問・意見・申し出・お願い等 
 
１．智頭町有志一同様からの質問書 

・説明会での口頭回答を加え、書面で必ずご提示ほしい。 
・説明会と着⼯の間隔が極端に短く、影響を受ける住⺠への周知が不⼗分。 
・環境や安全に関わる重大な懸念事項排水・土砂崩壊リスク・廃棄計画などについて 
 検証や質疑を準備する時間も不足しているので、明確な理由を示して欲しい 
・今後の進め⽅に関することで、住⺠からの意見をどう事業計画に反映させるか。 
・説明会の議事録資料は町内すべての住⺠に公開されるのか。 
・本質問への回答が着⼯前に示されず、事業者及び⾃治体が住⺠への説明責任を果たさ

ない場合、私たちは町議会関係監督へ申し立てを行う。 
 
回答：10 月 1 日の説明会にてお預かりいたしました質問書につきましては、10 月 8 日 
   に有志一同の代表者様へ直接回答書をお渡ししております。 
   なお、回答書および本事業の概要説明書を智頭町役場での閲覧につきましても、 

お願いをしましたが、公共事業であれば可能とのことですが、今回の事業は⺠間事
業のため、役場での閲覧対応はいたしかねるとの回答をいただきました。 

つきましては、弊社関係企業であるバディネットのホームページにて、本事業の 

概要を後日、ご覧いただけるようにいたします。 
 
２．鳥取県は日照条件が悪い、中でも智頭町は山間地なのでさらに悪条件なのに 
  ソーラーパネルでの発電を計画された根拠を知りたい。 
 
回答：事業計画の対象敷地は事業者である日本海リッチランドの所有地で、現在の状況を

踏まえた上で、この土地を有効に活用するのに最も適していると考えたためです。 
 
 



 
３．太陽光パネルは２０〜３０年くらいしかもたないと聞いているが、その後の処理は 
  どうするのか？ 
 
回答：・本事業では、太陽光パネルの寿命である概ね 30 年間の運用を想定しています。

運用期間中は定期的なメンテナンスを行い、不具合のあるパネルは随時交換し、
適切に維持管理を行います。 

・将来的には技術進歩に合わせて国産パネルへ変更する可能性もございます。 
・30 年後については、事業の継続可否を判断し、継続する場合は適切にメンテナン

スを行いながら運用を継続し、撤去する場合は事業者である日本海リッチランド
が責任をもって撤去およびパネルの廃棄を実施いたします。 

 
４．太陽光パネルメーカーは国産か？ 
 
回答：本事業で使用する太陽光パネルは、中国のジンコソーラー製です。世界の太陽光パ

ネル市場では、上位 5 位すべてが中国企業となっています。 
 
５. パネルに含まれる有害物質のリスクと、破損後の放置防止の取り組みについて 
  また、発電時に有害物質が発生すると聞いたことがあり、人に影響を及ぼすことが 
  あるのか。太陽光パネルは何で作られているのか。成分を知りたい。 
 
回答：太陽光パネルの電極部分には、鉛が使用されている場合がありますが、本事業で 
   使用するパネルに含まれる化学物質はいずれも含有率 0.1wt％未満であり、太陽光 
   発電協会の基準を下回っています。また、太陽光発電中にパネルから有害物質が 
   放出されることはなく、周囲の人や環境へ影響を及ぼすこともございません。 
   パネルが破損した場合、⻑期間放置すると鉛が漏れ土壌汚染につながる可能性が 
   ありますが、本事業は日本海リッチランド、グッドヒルおよび地元企業が共同で 
   管理しており、破損パネルは速やかに交換され、産業廃棄物として適切に処理され 
   ます。現在は有害物質を分離・回収してリサイクルする技術も進んでいるため、 
   環境への負荷を抑えることができます。太陽光パネルの主な構造は強化ガラス、 
   シリコン、アルミフレーム、プラスチックで、本事業の法基準内に収まっており、

安全性を確保しています。 
 
 
 
 



 
６．川は過去に４〜５回災害で溢れているが、太陽光設備が流されたり詰まったりするこ

とはないか。また、災害発生時の対処法はどうなるのか。 
 
回答：太陽光パネルの架台は杭⼯法を採用しており、鳥取県の建築基準法に基づいて設計

しております。設備の高さは 1.2ｍ以上で計画しているため、通常の浸水で流され
ることはございません。万が一、想定を超える災害により影響が生じた場合は、速
やかに復旧作業を行います。なお、土師川は過去に付け替え・改修されており、そ
の後大規模な氾濫や浸水は発生していないことから、本事業はこの場所で計画して
おります。 

 
７．より良い智頭の環境を作るためには、太陽光以外の⽅法も検討できるのではないか。

例えば、水力発電やバイオマス発電はどうか。 
回答：・計画地での水力発電は、水利権や河川法による規制、⼗分な水量と落差の確保が

必要であることから、建設は難しい状況です。また河川に構造物を設ける場合、
水害のリスクや水流の変更による生態系への影響も懸念されます。 

・バイオマス発電所は火災事故の報告が多く、安全面に課題があります。また騒
音・排煙による大気汚染などの問題もあります。さらに、燃料となる木質ペレッ
トは森林整備や CO₂削減の観点から国内間伐材が望ましいものの、現状では多く
が海外から輸入されており、持続可能性の面でも課題があります。 

 
８．太陽光発電設備で火災が発生した場合、事業者が現場へ到着するまでの初期対応、 
  太陽光パネル特有の電気火災への対処⽅法、地元消防署・消防団との連系体制、 
  さらにケーブル劣化などに備えた⻑期的なメンテナンス計画についてどのように 
  取り組んでいるのか。 
 
回答：・消防署へは、火災が発生した場合の対応処置について、事前協議を行います。 

・火災発生時は、ただちに智頭町消防署へ連絡し、消火活動にご協力頂きます。 
    現地には消防法に基づく消火器を設置しております。 
   ・太陽光パネルの火災は放水で消火されますが、感電の危険があるため、消防庁で

は消火時の安全対策を指導しております。 
   ・設備の安全管理として、月２回の定期点検や、豪雨・豪雪、台風前後には巡回 

点検を実施し、ケーブルや部品の劣化・異常を確認します。 
   ・法律に基づく年２回の定期点検も行い、⻑期的な安全性を確保します。 
   ・監視カメラによる異常を迅速に把握し、火災などの災害防止に努めます。 
 



 
９，反射光がどの程度影響するのか心配している。 
  この点について検証はされているか。また、本当に眩しくないのか。 

 
回答：反射光については、夏至・冬至の朝・昼・夕を対象に、設置地点の緯度経度とパネ

ル角度(25°)またパネル⽅向（真南）を条件とした、反射光シミュレーションを検
証しておりますので、周辺への影響はないと判断しております。また、パネル表面 

   の強化ガラスには反射を抑えるコーティングがされております。ただし、反射光の
影響が確認された場合は個別に対応させていただきます。 

 

１０．敷地内にある水路も環境の一環として掃除してほしい。地元住⺠でなければ 

   気づかないことも多い。100 ㎜程度の雨が降れば敷地があふれる可能性もある。 

   草刈りは年 2 回とあるが、それでは足りず、年 3 回は必要だと思う。 

 

回答：敷地内の環境管理については、地域の皆様と協力しながら、清掃や維持管理に 

   取り組んでまいります。敷地脇の水路についても、現地の状況を確認しながら、 

必要に応じて清掃を実施し、適切な排水が保たれるよう対応いたします。また、 

除草については年 2 回を基本としていますが、雑草の伸び具合や季節の変化を見な 

がら必要に応じて、柔軟に対応してまいります。 

 

１１．関係法令として智頭町が許可を出したとあるが、どこの誰がいつ頃出したのです
か。 

 

回答：本事業に関する景観法上の手続きについては、智頭町役場企画課へ申請を行い、 

   令和 7 年 9 月 12 日付で受理して頂いております。なお、受理を行ったのは智頭町
としての行政判断であり、個人名は伏せさせていただきます。また、こちらは景観
条例に基づく届出に対する許可であり、本事業そのものを許可する目的のものでは
ございません。加えて、本事業の開発許可として該当する項目はないため、許認可
は不要となっております。 

   また、鳥取県生活環境部⾃然共生社会局⾃然共生課の⽅へ、本事業計画地における 

   関係法案の有無について確認を行いましたが、法令に基づく指定地域はありません
と回答を頂いております。 

 

 

 

 



 

１２，傾斜があるが、草刈り機で刈れない部分がある場合、除草は可能か。また、その場
合は除草剤を使用するのか？ 

 

回答：傾斜でも除草は草刈り機や手作業で除草を行います。除草剤を使用する予定はござ 

いません。 

 

１３．土壌汚染のような問題について調査していただけるのか。また、どこまで保全する
意思があるのか？ 

 

回答：現状計画地にて土壌の安全性は確認しておりますが、万が一、土壌へ有害物質が流
出するおそれがあると判断した際には、速やかに調査を実施いたします。調査の内
容については、開示いたします。 

また、本事業に関連して問題やトラブルが発生した場合には、日本海リッチランド
として責任を持って適切に対処いたします。 

 

１４．下流に住んでいるが、何らかの影響で河川に問題が懸念された場合、水質調査を 

   行う考えはあるか？ 

 

回答：本事業に関して問題やトラブルが発生した場合には、日本海リッチランドとして 

   責任を持って、速やかに水質調査を実施いたします。また調査内容については開示
いたします。 

 

１５，パネルを設置するにあたって、気温上昇があるかと思うが、それに対しての見解
は？ 

 

回答：本事業の規模であれば、周囲の気温が大きく上昇することはないと考えておりま
す。晴天時には太陽光パネル周辺で 0.5~1.0℃程度の温度上昇があると言われてい
ますが、今回の計画地は河川に近く、風通しも良いため、気温上昇による影響は問
題ないと考えております。 

 

 

 

 

 

 



 

１６，騒音とあるが、どれくらいの音が出るのか？ 

 

回答：本事業で発生する機器の騒音は、最大で 65 デシベル程度です。最も近い住宅から 

   30ｍ以上の距離を確保することにより、騒音を 30 デシベル以下に抑えております 

   騒音 30 デシベル以下の音は、睡眠や健康への悪影響を与えないとされています。 

   ※参考として、騒音 30 デシベルは深夜の鉛筆の執筆音や小さなささやき声程度の 

   音量です。 

 

１７，電磁波による電波障害はあるのか？近隣に目に障害のある⽅がおられるので、周波
数（電磁波）の影響はないか？ 

 

回答：今回使用する機器（パワーコンディショナー）からは、ごくわずかな電磁波が発生
します。しかし、このレベルは一般的な家電製品から発生する電磁波と同等かそれ
以下であり、また⼗分な距離もありますので、電波障害や健康への影響はないと考
えられます。 

 

１８．松江でも太陽光事業が住⺠の反対で計画がなくなったと聞き、今回も住⺠が反対す
れば計画はなくなるのか。 

 

回答：松江市の事例について詳細は把握しておりません。本事業については、法令の問題
もありませんので、今後も計画を進めてまいります。また、住⺠の皆様のご意見に
は耳を傾けてまいります。 

 

１９，何をもって地元の人と合意を得たことにするのか。 

 

回答：皆様のご意見は真摯に受けとめ、事業計画に反映させるよう努めます。 

   ご意見や条例・法令を総合的に判断した上で決定させていただきます。 

 

２０，説明会開催の周知が二週間前では遅いのではないか。 

 

回答：土師地区の 20 ⾃治会の世話人様と相談したところ、回覧にかかる期間はおおよそ
一週間との事でしたので、説明会開催の 2 週間前に世話人様へ周知をお願いしまし
た。また、開始時期についても世話人様と相談し、お勤めの⽅も参加しやすいよう
に 18 時に設定いたしました。 

  今回は 3 週間前に 1 軒 1 軒直接、住⺠説明会案内を周知いたしました。 



 

２１，本当に最悪の事態を想定してリスク管理を作って住⺠と話合いたかった。 

 

回答：今後、災害時の対策等については検討させていただきます。 

 

２２，電線泥棒などの犯罪者がうろつくようになるのではないか？ 

 

回答：現場には監視カメラおよび防犯灯を設置し常時監視できる体制を整えます。また、
関係者以外の立ち入りを防ぐため、施錠管理を実施し安全確保に努めます。 

 

２３，⼯事関係者が外国人で無茶苦茶をするのではないか？ 

 

回答：外国籍の業者が現場で作業を行う予定はございません。施⼯全体の管理・監督は 

   株式会社バディネットが責任をもって実施いたします。 

   なお、国籍等を理由とした一括りのご懸念については、誤解を招きかねる表現とな
る場合もございますため、当社としては施⼯体制と管理責任に基づき、適切に対応
してまいりますのでご安心いただければと存じます。 

 

２４，他社へ転売などするのではないか？ 

 

回答：発電設備については他社への転売や譲渡の予定は一切ございません。 

安心して事業をご理解いただければと思います。 

 

２５，敷地横の川に蛍が生息しているが、⼯事の影響でいなくなるのではないか。 

 

回答：本事業では、現況の土地を大きく形状変更することはありません。また蛍が生息す
ると思われる、東側の水路付近は事業範囲外となっておりますので、蛍への影響は
ないと考えております 

 

２６，土砂流が発生した場合、どうなるのか。押し流された場合どう対応するのか？ 

 

回答：万が一、土砂流(土石流)で設備が破損・流出した場合は、現地で被害を確認し、 

   速やかに修理・交換を行います。散乱物は法令に従って、適正に回収・処分しま
す。 

 

 



 

２７，太陽光パネルが直接見えなくすることは出来ないのか。生垣などでぼやかせない 

   のか。そんな計画は無いのか。 

 

回答：太陽光パネルを完全に隠すことは現実的には難しいと考えております、ただし部分
的に視界を遮ることは、対応策を検討させていただきます。 

 

２８，太陽発電が出来ることで土地の評価価値がさがるのではないか。 

 

回答：太陽光発電の設置によって土地の評価額が下がるかどうかにつきましては、弊社 

   では判断いたしかねます。実際の評価は、個々の状況に応じて専門家等によって 

   行われることとなります。 

 

２９，太陽光発電が出来た後、うるさかったら対応はしてくれるのか。 

 

回答：太陽光発電設備の稼働後に、騒音などによる問題が発生した場合には、事実確認し
たうえで、適切に対応させていただきます。 

 
３０，警戒地域に建設しても大丈夫なのか。 

 
回答：土石流（一部）および浸水の警戒区域ではありますが、太陽光設備（⼯作物）等の

建設が出来ない条例はございません。 

   過去の大規模水害事例が無いことから、問題ないと判断いたしました。 
 


